









Loss of p21WAfVCIP1 Expression Correlates with Disease Progression 
in Gastric Carcinoma 
(癌抑制遺伝子p21WAF1/C'刊の発現からみた胃癌の増殖，進展に関する研究)



































がみられたc p21蛋自の組織発現と病理組織型との関係では高分化型 (50%)は低分化型 (32.7%) に比
べて有意に高率であった。また，壁減達度やリンパ管，静脈侵襲度が増すにつれ低率ーとなった。リンバ節，
肝，腹膜転移とp21組織発現頻度との聞には有患な逆相関が認められた。治癒切除症例133例において術
後の予後を検討するとp21陽性例では発現陰性例に比べて有意に予後良好であった。
以上の結果より胃癌原発巣で-の癌抑制遺伝子p21蛋白の発現は.増殖，進展程度と関連して低下してい
ることが見いだされた。
本研究の成果は，胃癌の浸潤，転移の有無や術後の予後を予測する上で有用な指標となりうる可能性を
示唆したものである。よって，木研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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